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内
閣
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・
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令
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令和年月日 月曜日 第号官 報

（
承
認
）

第
三
条

所
轄
庁
の
長
は
、
前
条
の
申
請
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
と
き
は
、
予
備
自
衛
官
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
る
著
し
い
疲
労
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
職
務
の
能
率
的
な
遂

行
に
著
し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
承
認
台
帳
の
整
備
）

第
四
条

所
轄
庁
の
長
は
、
法
第
三
条
第
一
項
の
承
認
に
関
す
る
台
帳
を
備
え
、
こ
れ
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す

る
も
の
と
す
る
。

一

承
認
年
月
日

二

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
氏
名
及
び
そ
の
占
め
る
官
職
並
び
に
そ
の
適
用
を
受
け
る
俸
給
表
の
種
類
及
び
そ
の

属
す
る
職
務
の
級

三

予
備
自
衛
官
、
即
応
予
備
自
衛
官
又
は
予
備
自
衛
官
補
の
別

四

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
に
従
事
す
る
予
定
期
間

附

則

こ
の
命
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
令
和
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
官
房

防
衛
省
令
第
一
号

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す
る
法

律
（
令
和
八
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る

た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
予
備
自
衛
官
等

の
兼
業
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す

る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
予
備
自
衛
官
等
の
兼
業
に
関
す
る
規
則

（
法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
内
閣
官
房
令
・
防
衛
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
一
条

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
内
閣
官
房
令
・
防
衛
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
採
用
時
に
現
に
予
備
自
衛
官
等
で
あ
る
場
合

二

法
第
三
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員
が
異
動
す
る
場
合

三

そ
の
他
所
轄
庁
の
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合

（
申
請
）

第
二
条

法
第
三
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
に
よ
り
、
所
轄
庁
の
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
氏
名
、
住
所
、
そ
の
占
め
る
官
職
及
び
職
務
の
内
容
並
び
に
そ
の
適
用
を
受
け
る
俸

給
表
の
種
類
及
び
そ
の
属
す
る
職
務
の
級

二

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間

三

予
備
自
衛
官
、
即
応
予
備
自
衛
官
又
は
予
備
自
衛
官
補
の
別

四

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
に
従
事
す
る
予
定
期
間

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
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〔
内
閣
官
房
令
・
省
令
〕

〇
予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を

図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務

員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
予
備
自
衛
官
等
の

兼
業
に
関
す
る
規
則

（
内
閣
官
房
・
防
衛
一
）

〔
省

令
〕

〇
統
合
作
戦
司
令
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
防
衛
二
二
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
件
（
法
務
七
八
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
四
八
二
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
四
八
三
〜
一
四
八
八
）

〇
粗
糖
の
平
均
輸
入
価
格
等
を
定
め
た
件

（
同
一
四
八
九
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
一
一
六
八
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
一
一
六
九
〜
一
一
七
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
九
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
六
七
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

国
家
公
安
委
員
会

警
察
庁

法
務

省

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

除
籍
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
三
九
、
一
四
〇
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁前

払
式
支
払
手
段
発
行
者
の
発
行
保
証
金

に
係
る
仮
配
当
表
・
権
利
の
実
行
に
関
す

る
意
見
聴
取
会
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、
特
別

清
算
、
会
社
更
生
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他





省

令

そ
の
他
告
示

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
防
衛
省
令
第
二
十
二
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
三
十
条
の
十
七
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
統
合
作

戦
司
令
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

統
合
作
戦
司
令
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

統
合
作
戦
司
令
部
組
織
規
則
（
令
和
七
年
防
衛
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
三
号
中
「
警
護
出
動
」
の
下
に
「
、
同
法
第
八
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る

通
信
防
護
措
置
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
網
走
市
向
陽
ヶ
丘
一

丁
目
一
の
六
、
四
の
二
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
北

海
道
庁
及
び
網
走
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
吉
野
ヶ
里
町
役

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
吉
野
ヶ
里
町
役

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
嬉
野
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
嬉
野
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
唐
津
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
唐
津
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
佐
賀
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
佐
賀
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
八
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

梨

康
弘

福
岡
法
務
局
所
属

愛
甲

栄
治





輸
入
加
糖
調
製
品
の
種
類
の
区
分

農
林
水
産
大
臣

が
定
め
て
告
示

す
る
係
数

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
価
格

規
則
第
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の

〇
・
八
六
三

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
八
〇
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の

〇
・
九
四
八

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
八
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の

一
・
〇
〇
九

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
八
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の

四
・
九
四
四

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
四
三
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の

四
・
六
二
八

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
四
〇
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の

一
・
二
六
五

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
三
二
九
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
七
号
に
掲
げ
る
も
の

〇
・
九
四
三

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
〇
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の

〇
・
七
八
三

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
七
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の

〇
・
八
五
六

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
七
五
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
号
に
掲
げ
る
も
の

一
・
一
九
四

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
一
一
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
一
号
に
掲
げ
る
も
の

一
・
一
九
四

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
三
一
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
二
号
に
掲
げ
る
も
の

一
・
一
九
四

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
〇
四
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
三
号
に
掲
げ
る
も
の

三
三
・
四
四
六

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
、
九
三
六
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
四
号
に
掲
げ
る
も
の

一
二
・
五
八
四

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
、
八
六
〇
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
五
号
に
掲
げ
る
も
の

一
二
・
二
二
三

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
、
一
四
四
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
六
号
に
掲
げ
る
も
の

一
〇
・
三
四
一

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
八
一
七
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
七
号
に
掲
げ
る
も
の

二
・
九
五
一

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
八
三
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
八
号
に
掲
げ
る
も
の

（
小
売
用
の
容
器
入
り
に
し
た
も
の
に
限
る
。）
一
・
一
一
五

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
一
六
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
八
号
に
掲
げ
る
も
の

（
小
売
用
の
容
器
入
り
に
し
た
も
の
を
除
く
。）
一
・
一
一
五

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
〇
三
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
九
号
に
掲
げ
る
も
の

（
砂
糖
を
除
く
各
成
分
の
う
ち
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル

の
重
量
が
最
大
の
も
の
に
限
る
。）

〇
・
九
〇
四

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
七
九
円

規
則
第
十
七
条
の
二
第
十
九
号
に
掲
げ
る
も
の

（
砂
糖
を
除
く
各
成
分
の
う
ち
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル

の
重
量
が
最
大
の
も
の
を
除
く
。）

〇
・
八
五
六

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
六
五
円

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
九
号

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
九
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
九
条
第
三
項

及
び
第
四
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
並

び
に
第
二
十
八
条
第
一
項
並
び
に
砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
農
林
省
令

第
四
十
三
号
）
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
七
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
平
均
輸
入
価
格
、
同

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
異
性
化
糖
軽
減
額
、
同
号
ニ
の
加
糖
調
製
品
軽
減
額
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
異
性

化
糖
標
準
価
格
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
異
性
化
糖
平
均
供
給
価
格
、
同
法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
加
糖

調
製
品
糖
標
準
価
格
、
同
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
加
糖
調
製
品
糖
平
均
輸
入
価
格
及
び
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項

の
平
均
輸
入
価
格
並
び
に
同
規
則
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
七
条
の
四
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
係
数
並

び
に
同
規
則
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
価
格
を
次
の
よ
う
に

定
め
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項
（
同
法
第
九
条
第
五
項
、
第
十
一
条
第
六
項
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
八
条
の

二
第
五
項
、
第
十
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
同
規
則
第

十
七
条
の
二
及
び
第
十
七
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
期
間
と
併
せ
て
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
平
均
輸
入
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
き
八
四
、
二
五
〇
円

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

二

異
性
化
糖
軽
減
額

零
円

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三

加
糖
調
製
品
軽
減
額

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
四
、
二
〇
〇
円

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

四

異
性
化
糖
標
準
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
九
六
、
九
二
七
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
額
分

一
四
、
五
八
七
円
）

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

五

異
性
化
糖
平
均
供
給
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
九
二
、
五
三
二
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地

方
消
費
税
額
分

一
四
、
二
六
二
円
）

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六

加
糖
調
製
品
糖
標
準
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
三
七
、
二
二
九
円

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

七

加
糖
調
製
品
糖
平
均
輸
入
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
五
三
、
八
九
九
円

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
の
平
均
輸
入
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き
一
〇
四
、
一
九
〇
円

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
七

条
の
二
及
び
第
十
七
条
の
四
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
係
数
並
び
に
規
則
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
七

条
の
四
第
一
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
価
格
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
輸
入
加
糖
調
製
品
の
種

類
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
及
び
下
欄
の
と
お
り
と
す
る
。

適
用
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
佐
賀
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
佐
賀
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

竹 ノ 輪 川 第 五 支 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

愛 知 県 新 城 市 竹 ノ 輪 の 区 域 内 の 土 地 の う ち 、

次 の 一 点 か ら 十 一 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一

点 と 十 一 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3453198544 13734452561

２ 3453184192 13734426660

３ 3453179952 13734415163

４ 3453182667 13734403284

５ 3453186380 13734403931

６ 3453189965 13734416415

７ 3453194676 13734420692

８ 3453214559 13734377005

９ 3453216898 13734378140

10 3453214169 13734409165

11 3453209110 13734451984

点 北緯 東経

ロ 熊 本 県 阿 蘇 市 一 の 宮 町 坂 梨 の 区 域 内 の 土 地

の う ち 、 次 の 一 点 か ら 四 点 ま で を 順 次 結 ん だ

線 及 び 一 点 と 四 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地

の 区 域 （ 令 和 三 年 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 七

十 七 号 で 指 定 し た 同 号 三 に 掲 げ る 土 地 の 区 域

を 除 く 。 ）

１ 3255321848 13108154237

２ 3255320808 13108153698

３ 3255321409 13108152051

４ 3255322496 13108152459

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

鬼 丸 川 六

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

大 分 県 津 久 見 市 大 字 上 青 江 の 区 域 内 の 土 地

の う ち 、 次 の 一 点 か ら 十 三 点 ま で を 順 次 結 ん

だ 線 及 び 一 点 と 十 三 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た

土 地 の 区 域

１ 3304432919 13149382210

２ 3304430102 13149385406

３ 3304414744 13149382103

４ 3304415200 13149392663

５ 3304388018 13149399347

６ 3304379494 13149396776

７ 3304374310 13149388642

８ 3304374298 13149379607

９ 3304390552 13149367108

10 3304407166 13149376267

11 3304429444 13149379698

12 3304430343 13149373731

13 3304433160 13149373351

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

門 前 川 一

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

大 分 県 津 久 見 市 大 字 下 青 江 の 区 域 内 の 土 地

の う ち 、 次 の 一 点 か ら 十 七 点 ま で を 順 次 結 ん

だ 線 及 び 一 点 と 十 七 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た

土 地 の 区 域

点 北緯 東経

１ 3304301058 13150566722

２ 3304287442 13150576255

３ 3304279967 13150585112

４ 3304266258 13150573826

５ 3304252402 13150567898

６ 3304252681 13150562336

７ 3304273407 13150546628

８ 3304278173 13150540290

９ 3304284327 13150541947

10 3304285598 13150551910

11 3304289398 13150551157

12 3304290074 13150543743

13 3304305701 13150541230

14 3304303656 13150554550

15 3304296042 13150558954

16 3304295147 13150563353

17 3304300603 13150562917

点 北緯 東経

三 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

第 二 矢 原 川

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

大 分 県 竹 田 市 大 字 入 田 の 区 域 内 の 土 地 の う

ち 、 次 の 一 点 か ら 十 一 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線

及 び 一 点 と 十 一 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地

の 区 域

１ 3256144452 13124029389

２ 3256143883 13123599901

３ 3256153353 13123583897

４ 3256160666 13123536460

５ 3256141349 13123539412

令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 百 七 十 一 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 九 月 二 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 百 七 十 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 九 月 二 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

滑 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

イ 次 に 掲 げ る 土 地 及 び こ れ ら の 土 地 に 接 す る

河 川 の う ち そ の 接 し て い る 区 間 の 河 川 敷

熊 本 県 阿 蘇 市 一 の 宮 町 坂 梨

字 端 塚 二 五 二 六 番

二 五 二 七 番 一 及 び 二 五 二 七 番 二

二 五 二 八 番 一 及 び 二 五 二 八 番 二

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 百 六 十 九 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 九 月 二 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 百 六 十 八 号

都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三 年 法 律 第 百 号 ） 第 六 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 都 市 計 画 事 業 の 事 業 計 画

の 変 更 を 承 認 し た の で 、 同 条 第 二 項 の 規 定 に お い て 準 用 す る 同 法 第 六 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、

次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 八 年 九 月 二 十 八 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

一 施 行 者 の 名 称 独 立 行 政 法 人 都 市 再 生 機 構

二 都 市 計 画 事 業 の 種 類 及 び 名 称 大 阪 都 市 計 画 公 園 事 業 五 ・ 四 ・ 三 十 二 号 大 深 町 公 園

三 事 業 施 行 期 間 自 令 和 二 年 七 月 六 日 至 令 和 九 年 六 月 三 十 日

四 事 業 地

収 用 の 部 分 変 更 な し

使 用 の 部 分 な し





６ 3256129335 13123519363

７ 3256151106 13123499701

８ 3256168939 13123534084

９ 3256160621 13123583548

10 3256150516 13124003805

11 3256150452 13124025264

点 北緯 東経

四 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

水 口 川

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

大 分 県 竹 田 市 直 入 町 大 字 上 田 北 及 び 大 字 長

湯 の 区 域 内 の 土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 六 十

点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 六 十 点 を 結

ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3307020577 13123024850

２ 3307020106 13123024190

３ 3307015303 13123017453

４ 3307008016 13123001839

５ 3307001690 13122596387

６ 3306586108 13122547234

７ 3306582889 13122528048

８ 3306579274 13122522393

９ 3306580105 13122513718

10 3306582417 13122510237

11 3306583237 13122498687

12 3306582182 13122492682

13 3306579768 13122487306

14 3306574859 13122486210

15 3306571539 13122484225

16 3306566054 13122467081

17 3306565719 13122459698

18 3306567637 13122456070

19 3306565941 13122428057

20 3306560462 13122415738

21 3306556282 13122402403

22 3306546379 13122372501

23 3306528196 13122353362

24 3306520250 13122334710

25 3306521441 13122319004

26 3306535405 13122277245

27 3306533741 13122214073

28 3306546123 13122179569

29 3306548621 13122187520

30 3306548015 13122213351

31 3306559301 13122246591

32 3306563224 13122266833

33 3306543374 13122297879

34 3306534688 13122333492

35 3306537092 13122354173

36 3306550271 13122369180

37 3306555329 13122383582

38 3306560068 13122400974

39 3306565850 13122417860

40 3306569135 13122427737

41 3306570752 13122452061

42 3306570366 13122457430

43 3306569449 13122459305

44 3306569737 13122465663

45 3306575526 13122481748

46 3306580920 13122481429

47 3306584408 13122487183

48 3306587680 13122497998

49 3306587064 13122506202

50 3306586307 13122509591

51 3306582281 13122515032

52 3306582609 13122522506

53 3306586140 13122527532

54 3306587501 13122530846

55 3306591958 13122548477

56 3307020410 13122573789

57 3307025469 13122593997

58 3307022020 13123015136

59 3307021843 13123023488

60 3307021585 13123024079

点 北緯 東経

ロ 大 分 県 玖 珠 郡 玖 珠 町 大 字 古 後 の 区 域 内 の

土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 十 三 点 ま で を 順

次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 十 三 点 を 結 ん だ 線 に

囲 ま れ た 土 地 の 区 域 （ 昭 和 四 十 五 年 建 設 省

告 示 第 千 五 百 一 号 で 指 定 し た 同 号 二 に 掲 げ

る 土 地 の 区 域 を 除 く 。 ）

１ 3322305386 13104244109

２ 3322321983 13104224841

３ 3322315299 13104198716

４ 3322290558 13104162774

５ 3322286769 13104162771

６ 3322269417 13104148027

７ 3322271210 13104145301

８ 3322292579 13104163237

９ 3322294913 13104172257

10 3322319699 13104199414

11 3322324845 13104220140

12 3322323795 13104228578

13 3322306717 13104245617

点 北緯 東経

ハ 大 分 県 玖 珠 郡 玖 珠 町 大 字 古 後 の 区 域 内 の

土 地 の う ち 、 次 の 十 四 点 か ら 十 七 点 ま で を

順 次 結 ん だ 線 及 び 十 四 点 と 十 七 点 を 結 ん だ

線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域 （ イ に 掲 げ る 土 地

の 区 域 を 除 く 。 ）

14 3322163503 13104136265

15 3322141639 13104112185

16 3322149743 13104104383

17 3322173666 13104124630

令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

五 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

専 道 川

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

イ 次 に 掲 げ る 土 地 並 び に こ れ ら の 土 地 に 接

す る 河 川 及 び 道 路 の う ち そ の 接 し て い る 区

間 の 河 川 敷 及 び 道 路 敷 （ 昭 和 四 十 五 年 建 設

省 告 示 第 千 五 百 一 号 で 指 定 し た 同 号 二 に 掲

げ る 土 地 の 区 域 を 除 く 。 ）

大 分 県 玖 珠 郡 玖 珠 町 大 字 古 後

字 専 道 三 〇 二 七 番 二

三 〇 二 八 番 一 か ら 三 〇 二 八 番 三 ま で

三 〇 二 九 番 二

三 〇 三 一 番 二 及 び 三 〇 三 一 番 三

三 〇 三 二 番 一 及 び 三 〇 三 二 番 二

三 〇 三 四 番

三 〇 三 五 番 二 及 び 三 〇 三 五 番 三

三 〇 三 六 番 二

三 〇 四 〇 番 三

三 〇 四 三 番 二

三 〇 四 四 番 二





国
会
事
項

人
事
異
動

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
九
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
北
地
方
整
備
局
長

小
島

優

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

七

号

酒
田
市
広
野
字
土
橋
一
二
一
番
一
か
ら
同
市
広
野
字
上
通
一
四
五

番
一
ま
で

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
酒

田
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

四
国
地
方
整
備
局
長

奥
田

晃
久

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
十
二
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
追
上
字
三
反
地
二
〇
七
番
二

か
ら
同
町
追
上
字
三
反
地
二
三
〇
番
四
六
ま
で

前後

一
一
・
九
二
〜
一
七
・
四
八

一
〇
・
三
四
〜
十
二
・
九
一

〇
・
〇
六
〇

〇
・
〇
六
〇

図
面
縦
覧
場
所

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
香
川
河
川
国
道
事
務
所

衆

議

院

議
員
死
去

北
海
道
選
挙
区
選
出
議
員
渡
辺
孝
一
君
は
、
九
月
十
七

日
死
去
さ
れ
た
。

美
延

映
夫

山
本

大
地

文
部
科
学
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る
（
各
通
）田

中

昌
史

長
谷
川
英
晴

厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る
（
各
通
）

環
境
大
臣
政
務
官

森
下

千
里

（
森

千
里
）

保
岡

宏
武

（
保
岡

広
武
）

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る
（
各
通
）石

井

苗
子

経
済
産
業
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官

若
山

慎
司

経
済
産
業
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

草
間

剛

髙
橋

祐
介

青
島

健
太

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る
（
各
通
）石

井

拓

環
境
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

石
原

正
敬

環
境
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

井

章

防
衛
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

上
杉
謙
太
郎

防
衛
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

復
興
副
大
臣

田
所

嘉

内
閣
府
副
大
臣

岩
田

和
親

同

鈴
木

隼
人

同

津
島

淳

総
務
副
大
臣

堀
内

詔
子

同

高
橋

克
法

法
務
副
大
臣

三
谷

英
弘

外
務
副
大
臣

国
光
あ
や
の

（
佐
藤

文
乃
）

内

閣

塩
崎

彰
久

デ
ジ
タ
ル
副
大
臣
に
任
命
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
大
臣
政
務
官

中
野

英
幸

復
興
副
大
臣
に
任
命
す
る

西
田

昭
二

復
興
副
大
臣
に
任
命
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
兼
ね
て
任
命
す
る

谷
川

と
む

（
谷
川

與
秀
）

平
沼
正
二
郎

今
井
絵
理
子

内
閣
府
副
大
臣
に
任
命
す
る
（
各
通
）

斎
藤
ア
レ
ッ
ク
ス

（
斎
藤
勇
士
ア
レ
ッ
ク
ス
）

総
務
副
大
臣
に
任
命
す
る

鈴
木

英
敬

総
務
副
大
臣
に
任
命
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
兼
ね
て
任
命
す
る

武
村

展
英

法
務
副
大
臣
に
任
命
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
兼
ね
て
任
命
す
る

中
曽
根
康
隆

外
務
副
大
臣
に
任
命
す
る

進
藤
金
日
子

財
務
副
大
臣
に
任
命
す
る

若
林

健
太

財
務
副
大
臣
に
任
命
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
兼
ね
て
任
命
す
る

青
山

周
平

内
閣
府
大
臣
補
佐
官

中
田

宏

文
部
科
学
副
大
臣
に
任
命
す
る
（
各
通
）

浦
野

靖
人

藤
原

崇

厚
生
労
働
副
大
臣
に
任
命
す
る
（
各
通
）

小
寺

裕
雄

藤
木

眞
也

農
林
水
産
副
大
臣
に
任
命
す
る
（
各
通
）

髙
木

啓

経
済
産
業
副
大
臣
に
任
命
す
る

宮
本

周
司

経
済
産
業
副
大
臣
に
任
命
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
兼
ね
て
任
命
す
る

加
藤

鮎
子

（
角
田

鮎
子
）

朝
日
健
太
郎

国
土
交
通
副
大
臣
に
任
命
す
る
（
各
通
）

畦
元

将
吾

環
境
副
大
臣
に
任
命
す
る

三
ッ
林
裕
巳

環
境
副
大
臣
に
任
命
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
兼
ね
て
任
命
す
る

小
田
原

潔

防
衛
副
大
臣
に
任
命
す
る

こ
や
り
隆
史

（
小
鑓

隆
史
）

防
衛
副
大
臣
に
任
命
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
兼
ね
て
任
命
す
る

赤
松

健

デ
ジ
タ
ル
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

繁
本

護

根
本

拓

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る
（
各
通
）

坂
本
竜
太
郎

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

復
興
大
臣
政
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

小
池

正
昭

外
務
大
臣
政
務
官

島
田

智
明

総
務
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る
（
各
通
）

福
原

淳
嗣

総
務
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

阿
部

弘
樹

法
務
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

大
空

幸
星

生
稲

晃
子

（
佐
山

晃
子
）

藤
井

一
博

外
務
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る
（
各
通
）

白
坂

亜
紀

（
中
山

亜
紀
）

財
務
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

山
口

晋

財
務
大
臣
政
務
官
に
任
命
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る





叙
位
・
叙
勲

令和年月日 月曜日 第号官 報

〇
叙
位

加
藤

幸
則

塩
川

儒
廣

志
賀

壽
子

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）竹

崎

克
彦

矢
ヶ
村
英
總

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

田
沼

宏

正
六
位
に
叙
す
る

新
井

賢
吾

齋
藤

壽
英

田
井

昭
男

田
中

正
義

松
本

成

松
本

正
徳

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）佐

藤
册
次
郎

引
地

善
吾

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
三
日
）

草
間

弥
生

従
三
位
に
叙
す
る

大
城

盛
夫

従
四
位
に
叙
す
る

井
上

紀
幸

大
須
賀
正
臣

金
子

源
吉

神
本

博
志

佐
竹

敬
一

清
田

嘉
一

西
川

一
夫

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

伊
藤
登
美
雄

小
谷

茂

近
成

恭
司

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

佐
藤

昌
汎

安
武

博

吉
沼

孝
明

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）小

林
喜
代
春

中
川

淑
一

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

澤
田

哲

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
十
四
日
）

財
務
副
大
臣

中
谷

真
一

同

舞
立

昇
治

文
部
科
学
副
大
臣

小
林

茂
樹

同

中
村

裕
之

厚
生
労
働
副
大
臣

長
坂

康
正

同

仁
木

博
文

農
林
水
産
副
大
臣

根
本

幸
典

同

山
下

雄
平

経
済
産
業
副
大
臣

井
野

俊
郎

環
境
副
大
臣

青
山

繁
晴

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
各
通
）

デ
ジ
タ
ル
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大

臣

今
枝
宗
一
郎

復
興
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣

瀬
戸

隆
一

経
済
産
業
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大

臣

山
田

賢
司

国
土
交
通
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大

臣
兼
復
興
副
大
臣

酒
井

庸
行

環
境
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣

清
人

防
衛
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣

宮
﨑

政
久

願
に
依
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ず
る
（
各
通
）

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
井
比
早
之

外
務
大
臣
茂
木
敏
充
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

同

城
内

実

経
済
産
業
大
臣
赤
澤
亮
正
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
に
指
定
す
る

同

城
内

実

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
赤
澤
亮
正
海
外
出
張
不
在
中
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機

構
）
事
務
代
理
を
命
ず
る

国
家
公
安
委
員
会

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
警
視
長

松
下

和
彦

滋
賀
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
参
事
官
（
拉
致

問
題
対
策
担
当
））同

宮
廻

好
彦

徳
島
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る

（
警
視
庁
総
務
部
長
）
警
視
監

松
下

徹

警
視
庁
警
務
部
長
を
命
ず
る

（
警
視
庁
副
総
監
）
同

親
家

和
仁

警
視
庁
警
務
部
長
事
務
取
扱
を
免
ず
る
（
以
上
八
月
三
十

一
日
）

警

察

庁

（
中
国
四
国
管
区
警
察
局
四
国
警
察

支
局
長
）
警
視
正

菊
澤

信
夫

警
察
庁
長
官
官
房
付
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
同

菊
澤

信
夫

警
視
長
に
任
命
す
る

辞
職
を
承
認
す
る

（
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
部
長
）
警

視
長

前
田
浩
一
郎

警
察
大
学
校
生
活
安
全
教
養
部
長
兼
教
授
を
命
ず
る

（
警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
経
済
対

策
管
理
官
付
理
事
官
）
警
視
正

天
野

真
弓

近
畿
管
区
警
察
学
校
長
を
命
ず
る

（
近
畿
管
区
警
察
学
校
長
）
同

角

広
志

警
視
長
に
任
命
す
る

中
国
四
国
管
区
警
察
局
四
国
警
察
支
局
長
を
命
ず
る
（
以

上
八
月
三
十
一
日
）

（
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
東
京

支
社
副
支
社
長
）

小
川

哲
兵

警
視
長
に
任
命
す
る

警
察
庁
長
官
官
房
参
事
官
（
拉
致
問
題
対
策
担
当
）
兼
警

備
局
付
を
命
ず
る
（
九
月
一
日
）

内
閣
府
大
臣
政
務
官

金
子

容
三

総
務
大
臣
政
務
官

向
山

淳

同

梶
原

大
介

法
務
大
臣
政
務
官

福
山

守

外
務
大
臣
政
務
官

英
利
ア
ル
フ
ィ
ヤ

（
英
利
ア
リ
フ
ェ
ヤ
ー
）

同

大
西

洋
平

財
務
大
臣
政
務
官

三
反
園

訓

同

高
橋
は
る
み

文
部
科
学
大
臣
政
務
官

福
田
か
お
る

（
北
口
か
お
る
）

厚
生
労
働
大
臣
政
務
官

栗
原

渉

同

神
谷

政
幸

農
林
水
産
大
臣
政
務
官

広
瀬

建

同

山
本

啓
介

国
土
交
通
大
臣
政
務
官

加
藤

竜
祥

同

永
井

学

防
衛
大
臣
政
務
官

若
林

洋
平

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
各
通
）

デ
ジ
タ
ル
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府

大
臣
政
務
官

川
崎
ひ
で
と

（
川
崎

秀
人
）

内
閣
府
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣

政
務
官

古
川

直
季

文
部
科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大

臣
政
務
官

清
水

真
人

経
済
産
業
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府

大
臣
政
務
官

越
智

俊
之

経
済
産
業
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府

大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務
官

小
森

卓
郎

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府

大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務
官

上
田

英
俊

環
境
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府
大
臣

政
務
官

友
納

理
緒

（
土
肥

理
緒
）

防
衛
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府
大
臣

政
務
官

吉
田

真
次

願
に
依
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ず
る
（
各
通
）（
以
上
九

月
十
八
日
）

佐
藤

正
信

簡
易
裁
判
所
判
事
に
任
命
す
る
（
以
上
九
月
二
十
日
）

〇
内
閣
総
理
大
臣
海
外
出
張

内
閣
総
理
大
臣
高
市
早
苗
は
九
月
二
十
一
日
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
へ
出
張
の
た
め
出
発
し
た
。

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

城
内

実

経
済
産
業
大
臣
赤
澤
亮
正
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
る
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務

大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く

同

城
内

実

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
赤
澤
亮
正
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
）

事
務
代
理
を
免
ず
る
（
以
上
九
月
二
十
三
日
）

〇
内
閣
総
理
大
臣
海
外
出
張

内
閣
総
理
大
臣
高
市
早
苗
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
出
張

の
と
こ
ろ
九
月
二
十
四
日
帰
朝
し
た
。

法

務

省

稲
葉

一
生

黒
澤

啓

大
森

淳

齊
藤

孝
祐

古
川

浩
司

千
葉

広
久

中
村
美
都
子

難
民
審
査
参
与
員
に
任
命
す
る（
各
通
）（
九
月
二
十
三
日
）

〇
定
年
退
官

新
潟
区
検
察
庁
副
検
事
清
水
正
栄
は
、
検
察
庁
法
第
二

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
九
月
二
十
二
日
限
り
定
年

退
官鹿

児
島
区
検
察
庁
副
検
事
益
田
靖
彦
は
、
検
察
庁
法
第

二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
九
月
二
十
三
日
限
り
定

年
退
官





皇
室
事
項

官
庁
報
告

公

告

令和年月日 月曜日 第号官 報

（
岡
山
大
学
名
誉
教
授
）

目
瀬

守
男

正
四
位
に
叙
す
る

（
弘
前
大
学
名
誉
教
授
）

高
梨

庸
雄

（
鳥
取
大
学
名
誉
教
授
）

原
田

悦
守

従
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

千
葉

正
人

従
五
位
に
叙
す
る

楠
美

彰
男

西
島

壯
六

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

畔
津

義
彦

遠
藤

敦
雅

小
倉

康
男

菊
沢

潔

高
嶋

眞
一

中
澤

哲

山
崎

重
悦

渡
辺

等

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

佐
々
木
幹
雄

正
七
位
に
叙
す
る

（
福
岡
県
警
部
）

上
野

賢
治

佐
々
木

速

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
五
日
）

加
藤

久
幸

従
四
位
に
叙
す
る

井
手

章
夫

鈴
木

光

西
村

良
三

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

小
島

徹

坂
部

重
昭

鈴
木

幸
市

正
八
位

福
田

武

眞
子

義
久

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

赤
坂

健
治

勝
又

昇

金
子
賢
太
郎

小
西

外
男

佐
久
間
智
子

柴
田

久
志

城
山

英
信

杉
原

豊

住
谷

正
次

竹
中

識

平
沢
喜
代
重

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）石

井

嘉
男

出
口

健
二

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）牧

村

繁
雄

南
崎

重
幸

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
六
日
）

弘
川

忠
司

松
岡

開

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

古
川

豊

正
七
位
に
叙
す
る

福
井

英
次

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
十
七
日
）

綿
貫

民
輔

従
二
位
に
叙
す
る
（
八
月
十
八
日
）

小
嶋

淳
司

従
五
位
に
叙
す
る
（
八
月
十
九
日
）

山
口
健
一
郎

従
六
位
に
叙
す
る
（
八
月
二
十
日
）

〇
叙
勲

柳
瀬

博
隆

渡
邊

陽
一

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
十
三
日
）

金
子

源
吉

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

毛
野

了

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
十
四
日
）木

下

一
己

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
八
月
十
六
日
）

新
井

賢
吾

田
沼

宏

松
本

成

矢
ヶ
村
英
總

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
藤
册
次
郎

引
地

善
吾

松
本

正
徳

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
三
日
）

大
須
賀
正
臣

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

伊
藤
登
美
雄

小
谷

茂

西
川

一
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
林

正
男

中
川

淑
一

三
浦

富
夫

吉
沼

孝
明

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
四
日
）

（
弘
前
大
学
名
誉
教
授
）

高
梨

庸
雄

（
鳥
取
大
学
名
誉
教
授
）

原
田

悦
守

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
倉

康
男

菊
沢

潔

（
国
土
交
通
技
官
）

鍬

淳
司

佐
々
木
幹
雄

中
澤

哲

渡
辺

等

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

赤
松

泰
美

欠
端

透

加
藤

憲
一

佐
々
木

速

中
嶋

章

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
五
日
）

小
島

徹

坂
部

重
昭

佐
久
間
智
子

柴
田

久
志

杉
原

豊

鈴
木

幸
市

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

城
山

英
信

竹
中

識

田
邊

明

南
崎

重
幸

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
六
日
）

松
岡

開

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

福
井

英
次

古
川

豊

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
七
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
統
領
ア
ン
ド
ラ
ー

シ
ュ
・
バ
ー
リ
ン
ト
・
バ
カ
閣
下
の
大
統
領
就
任
に
つ

き
、
九
月
十
六
日
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

諸

事

項





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

失 踪 宣 告

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結

破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

書面による計算報告

令和８年（ヒ）第２００１号
青森県八戸市柏崎一丁目６番６号
清算株式会社 株式会社Ｋ＆Ｋ
１ 決定年月日 令和８年９月８日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

青森地方裁判所八戸支部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第１００１号
福岡市西区今津字津本5413番14
清算株式会社 株式会社ジェイ・エフ・シィ
代表清算人 藤池 亮一
１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、株式会社ジェ

イ・エフ・シィ（以下「清算株式会社」という）
に対する本特別清算手続開始決定日までの原因に
基づいて発生した債権（以下「協定債権」という）
とする。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する本特別清算開始決定後の

利息及び遅延損害金は、本協定認可決定確定時に
全額免除を受ける。
３ 弁済の方法及び端数の処理
（１）弁済の方法
協定債権の弁済は、本特別清算手続におけ

る清算人代理事務所（東京都千代田区丸の内１－
９－２グラントウキョウサウスタワー13階）にお
いて行う。ただし、協定債権者が金融機関の口座
に振り込む方法を指定した場合は、当該口座への
振込により弁済する（振込手数料は金融機関の口
座に振り込む方法を指定した協定債権者の負担と
する）。
（２）弁済における端数の処理
協定債権の弁済において生じる弁済額の１

円未満の端数は切り捨てる。
第２ 協定債権の弁済及び放棄
１ 協定債権の弁済
清算株式会社は、各協定債権者に対し、本

協定認可決定確定日から２ヶ月以内に、本協定認
可決定確定時に清算株式会社が有する資産総額か
ら、本特別清算手続が結了するまでに発生し又は
発生することが見込まれる一般の先取特権その他

令和８年（ヒ）第２０５４号
東京都千代田区丸の内１丁目９番２号グラント
ウキョウサウスタワー
清算株式会社 株式会社ＫＳ
代表清算人 荒道 泰之
１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部

特別清算開始
令和８年（ヒ）第２０５１号
東京都台東区東上野６丁目16番９号織田屋ビル
３階
清算株式会社 株式会社キンコー
代表清算人 小野正則
１ 決定年月日 令和８年９月８日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部

令和８年（ヒ）第３号
長崎県佐世保市本島町４番１９号
清算株式会社 株式会社白十字パーラー
代表清算人 近藤英三
１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

長崎地方裁判所佐世保支部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第５号
兵庫県多可郡多可町中区中村町４04番地
清算株式会社 ＴＭ管理株式会社
１ 決定年月日 令和８年９月８日
２ 主文 本件特別清算を終結する。

神戸地方裁判所社支部
令和８年（ヒ）第１０号
静岡県浜松市中央区小豆餅３丁目１６番１６号
清算株式会社 株式会社林鐵治商店
１ 決定年月日 令和８年９月８日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

静岡地方裁判所浜松支部民事部
令和７年（ヒ）第１０１７号
愛知県清須市助七１丁目２０４番地１
清算株式会社 株式会社リレア
１ 決定年月日 令和８年９月８日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

名古屋地方裁判所民事第２部

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



号

官
報

一般の優先権がある債権、特別清算手続に係る清
算株式会社に対する費用請求権に基づく債権、特
別清算手続のために清算株式会社に対して生じた
債権の合計額を控除した残額を弁済原資として、
別紙「債権額一覧表」記載の各協定債権額に応じ
て按分した額を弁済する。
２ 協定債権の放棄
各協定債権者は、上記１の弁済を受けたと

きに、その余の協定債権をすべて放棄する。なお、
上記１の弁済原資が存しない場合、弁済原資が存
しない旨の通知を清算株式会社が各協定債権者に
通知したときに、各協定債権者は協定債権をすべ
て放棄する。
３ 追加弁済
上記１による弁済後、清算株式会社に新た

な財産が発見されたときは、これを清算株式会社
が換価した上、各協定債権者に対し、その換価代
金から必要な費用を控除した残額を追加弁済原資
として、別紙「債権額一覧表」記載の各協定債権
額に応じて按分した額を弁済する。この場合、当
該追加弁済の範囲においては、上記２による放棄
の効力は失われるものとする。

以上
（別紙省略）

福岡地方裁判所第４民事部
令和８年（ヒ）第１００３号
福岡市西区今津字津本5413番地14
清算株式会社 株式会社ＬＥＶＥＬ
代表清算人 藤池 亮一
１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、株式会社ＬＥ

ＶＥＬ（以下「清算株式会社」という）に対する
本特別清算手続開始決定日までの原因に基づいて
発生した債権（以下「協定債権」という）とする。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する本特別清算開始決定後の

利息及び遅延損害金は、本協定認可決定確定時に
全額免除を受ける。
３ 弁済の方法及び端数の処理
（１）弁済の方法
協定債権の弁済は、本特別清算手続におけ

る清算人代理事務所（東京都千代田区丸の内１－
９－２グラントウキョウサウスタワー１３階）に
おいて行う。ただし、協定債権者が金融機関の口

座に振り込む方法を指定した場合は、当該口座へ
の振込により弁済する（振込手数料は金融機関の
口座に振り込む方法を指定した協定債権者の負担
とする）。
（２）弁済における端数の処理
協定債権の弁済において生じる弁済額の１

円未満の端数は切り捨てる。
第２ 協定債権の弁済及び放棄
１ 協定債権の弁済
清算株式会社は、各協定債権者に対し、本

協定認可決定確定日から２ヶ月以内に、本協定認
可決定確定時に清算株式会社が有する資産総額か
ら、本特別清算手続が結了するまでに発生し又は
発生することが見込まれる一般の先取特権その他
一般の優先権がある債権、特別清算手続に係る清
算株式会社に対する費用請求権に基づく債権、特
別清算手続のために清算株式会社に対して生じた
債権の合計額を控除した残額を弁済原資として、
別紙「債権額一覧表」記載の各協定債権額に応じ
て按分した額を弁済する。
２ 協定債権の放棄
各協定債権者は、上記１の弁済を受けたと

きに、その余の協定債権をすべて放棄する。なお、
上記１の弁済原資が存しない場合、弁済原資が存
しない旨の通知を清算株式会社が各協定債権者に
通知したときに、各協定債権者は協定債権をすべ
て放棄する。
３ 追加弁済
上記１による弁済後、清算株式会社に新た

な財産が発見されたときは、これを清算株式会社
が換価した上、各協定債権者に対し、その換価代
金から必要な費用を控除した残額を追加弁済原資
として、別紙「債権額一覧表」記載の各協定債権
額に応じて按分した額を弁済する。この場合、当
該追加弁済の範囲においては、上記２による放棄
の効力は失われるものとする。

以上
（別紙省略）

福岡地方裁判所第４民事部
令和８年（ヒ）第１００２号
福岡市西区今津字津本5413番地14
清算株式会社 シークレバー株式会社
代表清算人 所崎 紀郎

１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、シークレバー

株式会社（以下「清算株式会社」という）に対す
る本特別清算手続開始決定日までの原因に基づい
て発生した債権（以下「協定債権」という）とす
る。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する本特別清算開始決定後の

利息及び遅延損害金は、本協定認可決定確定時に
全額免除を受ける。
３ 弁済の方法及び端数の処理
（１）弁済の方法
協定債権の弁済は、本特別清算手続におけ

る清算人代理事務所（東京都千代田区丸の内１－
９－２グラントウキョウサウスタワー13階）にお
いて行う。ただし、協定債権者が金融機関の口座
に振り込む方法を指定した場合は、当該口座への
振込により弁済する（振込手数料は金融機関の口
座に振り込む方法を指定した協定債権者の負担と
する。）。
（２）弁済における端数の処理
協定債権の弁済において生じる弁済額の１

円未満の端数は切り捨てる。

更生手続における包括的禁止
命令

令和８年（ミ）第８号
北海道北斗市萩野３５番地４
開始前会社 八潮運輸株式会社
主文 開始前会社について更生手続開始の決定が
されたとすれば更生債権者又は更生担保権者と
なる者は、開始前会社の更生手続開始の申立て
につき決定があるまでの間、次の行為をしては
ならない。
１ 開始前会社について更生手続開始の決定がさ
れたとすれば更生債権又は更生担保権となるも
のに基づく強制執行、仮差押え、仮処分及び担
保権の実行
２ 上記更生債権又は更生担保権となるものを被
担保債権とする留置権による競売
３ 開始前会社について更生手続開始の決定がさ
れたとすれば更生担保権となるものに基づき、
（１） 担保の対象となる動産（以下「本件動産」

という。）の処分、搬出又は現実の引渡し
を受ける行為

（２） 開始前会社に対して、本件動産の使用、
収益及び処分を禁止すること

（３） 本件動産をもって開始前会社に対する債
権について帰属清算すること

４ 国税滞納処分及び国税滞納処分の例による処
分（いずれも共益債権を徴収するためのものを
除く。）
令和８年９月９日

東京地方裁判所民事第２０部

第２ 協定債権の弁済及び放棄
１ 協定債権の弁済
清算株式会社は、各協定債権者に対し、本

協定認可決定確定日から２ヶ月以内に、本協定認
可決定確定時に清算株式会社が有する資産総額か
ら、本特別清算手続が結了するまでに発生し又は
発生することが見込まれる一般の先取特権その他
一般の優先権がある債権、特別清算手続に係る清
算株式会社に対する費用請求権に基づく債権、特
別清算手続のために清算株式会社に対して生じた
債権の合計額を控除した残額を弁済原資として、
別紙「債権額一覧表」記載の各協定債権額に応じ
て按分した額を弁済する。
２ 協定債権の放棄
各協定債権者は、上記１の弁済を受けたと

きに、その余の協定債権をすべて放棄する。なお、
上記１の弁済原資が存しない場合、弁済原資が存
しない旨の通知を清算株式会社が各協定債権者に
通知したときに、各協定債権者は協定債権をすべ
て放棄する。

３ 追加弁済
上記１による弁済後、清算株式会社に新た

な財産が発見されたときは、これを清算株式会社
が換価した上、各協定債権者に対し、その換価代
金から必要な費用を控除した残額を追加弁済原資
として、別紙「債権額一覧表」記載の各協定債権
額に応じて按分した額を弁済する。この場合、当
該追加弁済の範囲においては、上記２による放棄
の効力は失われるものとする。

以上
（別紙省略）

福岡地方裁判所第４民事部
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更生手続における保全管理命令
令和８年（ミ）第８号
北海道北斗市萩野３５番地４
開始前会社 八潮運輸株式会社
１ 主文 更生手続開始の申立てにつき決定があ
るまでの間､開始前会社の業務及び財産に関し、
保全管理人による管理を命ずる。
２ 保全管理人 東京都中央区築地２丁目３番４

号 メトロシティ築地新富町６０
１ はぜのき法律事務所
弁護士 三枝知央

令和８年９月９日
東京地方裁判所民事第２０部

再生手続開始

小規模個人再生による再生手
続開始
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小規模個人再生による書面決
議に付する決定
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小規模個人再生による再生計
画取消

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取



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給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 月曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
二
日

掲
載
頁

一
一
〇
頁
（
号
外
第
一
三
〇
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
二
日

掲
載
頁

一
一
〇
頁
（
号
外
第
一
三
〇
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

群
馬
県
館
林
市
朝
日
町
三
番
三
五
号

（
甲
）
雄
峯
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役

前
原

章
宏

群
馬
県
館
林
市
下
早
川
田
町
七
〇
〇
番
地

（
乙
）
前
原
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

前
原

章
宏

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

一
四
四
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
八
日

掲
載
頁

四
十
八
頁
（
号
外
第
一
八
四
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
一
三
番
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
ホ
ー
ル
エ
ナ
ジ
ー

代
表
取
締
役

淺
野

浩
志

広
島
県
福
山
市
沼
隈
町
大
字
常
石
一
〇
八
三
番
地

（
乙
）
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

Ｇ
ｒ
ｉ
ｄ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

永
江

賢

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/

co
m
p
a
n
ies/432882/a

n
n
o
u
n
ces

（
乙
）h

ttp
s://v
iv
re -ca

rd
.n
et

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｃ
ｈ
ｏ
ｔ
ｔ

代
表
取
締
役

小
原

大
輝

愛
知
県
一
宮
市
森
本
四
丁
目
一
三
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｒ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ

代
表
取
締
役

堀
世

至
臣

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
四
十
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
日

掲
載
頁

八
十
八
頁
（
号
外
第
四
十
二
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
品
川
区
北
品
川
五
丁
目
一
番
一
八
号
大
崎

ツ
イ
ン
ビ
ル
東
館
一
六
階

（
甲
）
株
式
会
社
ア
ー
キ
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

北
川

太

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
南
一
丁
目
二
四
番
三
〇
号

（
乙
）
Ｊ
Ａ
Ｇ
フ
ィ
ー
ル
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

菊
田

太
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
一
切
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
、
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
四
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｃ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ

代
表
取
締
役

岡
部

健
介

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二
丁
目
二
番
地
一
五
パ
レ

ア
ナ
ビ
ル
八
階

（
乙
）
株
式
会
社
千
手
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

森
田

有
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一

項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行

及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.tk
p
.jp
/

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
市
谷
八
幡
町
八
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｐ

代
表
取
締
役

河
野

貴
輝

東
京
都
新
宿
区
市
谷
八
幡
町
八
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｖ

１
号

代
表
取
締
役

金
光

達
成

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

十
四
頁

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
東
三
六
号
八
一
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ギ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス

代
表
取
締
役

堤

さ
お
り

福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
東
三
六
号
八
一
番
地

（
乙
）株

式
会
社
n
o
sa
k
e,n
o
life

代
表
取
締
役

堤

さ
お
り

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
四
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
二
〇
四
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
四
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
二
〇
四
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
三
番
一
号

（
甲
）
飯
島
製
本
株
式
会
社

代
表
取
締
役

脇
田

峰
輝

名
古
屋
市
千
種
区
高
見
二
丁
目
七
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
脇
田
コ
ウ
キ
製
本

代
表
取
締
役

脇
田

峰
輝





令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
一
九
〇
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
一
九
〇
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

奈
良
市
大
宮
町
六
丁
目
一
番
地
の
一
一
新
大
宮
第

二
ビ
ル
四
Ｆ

（
甲
）
株
式
会
社
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

Ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｏ
ｓ

ｉ
ｔ
ｙ

代
表
取
締
役

今
田

信
宏

奈
良
市
大
宮
町
六
丁
目
一
番
一
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
セ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

今
田

信
宏

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
太
陽
光
発
電
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
甲
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
六
日

掲
載
頁

六
十
四
頁
（
号
外
第
一
五
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
一
日

掲
載
頁

一
〇
四
頁
（
号
外
第
二
〇
三
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

福
島
県
須
賀
川
市
森
宿
字
ヒ
ジ
リ
田
五
五
番
地
の
一

（
甲
）
和
田
装
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役

和
田

太
郎

福
島
県
岩
瀬
郡
鏡
石
町
大
池
七
六
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
福
和

代
表
取
締
役

和
田
ふ
さ
子

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
不
動
産
事
業
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
甲
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
六
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
二
〇
七
号
）

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
大
字
川
妻
一
一
〇
四
番
地
五

（
甲
）
株
式
会
社
共
進
鋼
業

代
表
取
締
役

松
本

悦
夫

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
大
字
川
妻
一
一
〇
四
番
地
五

（
乙
）
株
式
会
社
共
進
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

松
本

悦
夫

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
及

び
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
月
二
十
九

日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
八
日

掲
載
頁

一
一
九
頁
（
号
外
第
一
三
四
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
七
日

掲
載
頁

一
三
五
頁
（
号
外
第
一
六
〇
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
練
塀
町
三
〇
〇
番
地

（
甲
）
ク
ロ
ノ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
牧

充

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
一
丁
目
八
番
一
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
ホ
ッ
プ

代
表
取
締
役

中
村

英
俊

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
甲
が
営
む
認
証
・
認

可
関
連
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
乙
に
承
継
さ

せ
、
乙
は
そ
れ
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
甲
及
び
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
三
日

掲
載
頁

七
十
三
頁
（
号
外
第
一
五
六
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

二
五
九
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
Ｓ
Ｂ
Ｉ
デ
ジ
ト
ラ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

奥
山

真
史

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号

（
乙
）
Ｓ
Ｂ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

下
津

龍
生

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
Ｓ
Ｂ
Ｉ
デ
ジ
ト
ラ
ス

ト
株
式
会
社
（
本
店
：
東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番

一
号
）
か
ら
承
継
す
る
同
社
が
営
む
認
証
・
認
可
関
連
事

業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
乙
に
承
継
さ
せ
、
乙
は

そ
れ
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
甲
及
び
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

二
五
九
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

十
四
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
Ｓ
Ｂ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

下
津

龍
生

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号

（
乙
）
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ネ
オ
バ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
株

式
会
社

代
表
取
締
役

木
村

紀
義

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
次
に
掲
げ
る
事

業
を
除
く
甲
の
全
事
業
（
建
設
業
を
含
む
。）に
関
し
て
有

す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
甲
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
関
係
会
社
株
式
の
保
有
及
び
管
理
に
関
す
る
事
業

二
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
そ
の
他
の
資
金
調
達
及
び

関
係
会
社
に
対
す
る
貸
付
に
関
す
る
事
業

三
、
関
係
会
社
の
経
営
管
理
、
指
導
及
び
こ
れ
ら
に
付
随

関
連
す
る
事
業

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

ま
た
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
甲
は
マ
ー
ク
テ
ッ

ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
に
商
号
変
更
し
、
乙
は

マ
ー
ク
テ
ッ
ク
株
式
会
社
に
商
号
変
更
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

掲
載
頁

九
十
四
頁
（
号
外
第
七
十
二
号
）

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
大
田
区
大
森
西
四
丁
目
一
七
番
三
五
号

（
甲
）
マ
ー
ク
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
本

圭
吾

東
京
都
大
田
区
大
森
西
四
丁
目
一
七
番
三
五
号

（
乙
）
マ
ー
ク
テ
ッ
ク
準
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
本

圭
吾

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
甲
の
ホ
ー
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
乙
に
承
継
さ

せ
、
乙
は
こ
れ
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

一
九
二
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
二
丁
目
一
五
番
一
二
号

（
甲
）
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
隅

英
貴

東
京
都
港
区
西
新
橋
二
丁
目
一
五
番
一
二
号

（
乙
）
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
田
三
紀
夫





令和年月日 月曜日 第号官 報
新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ハ
シ

タ
ツ
機
装
（
住
所
東
京
都
千
代
田
区
神
田
紺
屋
町
三
四
番

地
）
に
対
し
て
当
社
の
投
資
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利

義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
に
つ
き
、
当
社

は
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
紺
屋
町
三
四
番
地

東
洋
機
装
有
限
会
社

代
表
取
締
役

橋
本

脩
一

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ル
ー

ト
ワ
ン
（
住
所
北
九
州
市
小
倉
北
区
木
町
四
丁
目
七
番
一

〇
号
）
に
対
し
て
当
社
が
所
有
す
る
一
部
の
不
動
産
に
関

す
る
不
動
産
事
業
及
び
資
産
管
理
事
業
を
除
く
一
切
の
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

北
九
州
市
小
倉
北
区
木
町
四
丁
目
七
番
一
〇
号

有
限
会
社
田
中
興
産

代
表
取
締
役

田
中

龍
平

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
二
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
あ
お
ぞ
ら
設
備
設
計
株
式
会
社
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
上
ノ
室
一
九
六
二

六

あ
お
ぞ
ら
商
会
合
同
会
社

代
表
社
員

青
柳

信
行

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
グ
ロ
ウ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

埼
玉
県
吉
川
市
大
字
八
子
新
田
八
一
五
番
地
二

合
同
会
社
グ
ロ
ウ

代
表
社
員

中
森

一
絵

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
郷
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
沼
影
一
丁
目
三
〇
番
二

五
号
八
〇
五

合
同
会
社
郷

代
表
社
員

奥
野

里
美

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
す
み
か
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
沼
影
一
丁
目
三
〇
番
二

五
号
八
〇
五

合
同
会
社
す
み
か

代
表
社
員

奥
野

里
美

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
二
丁
目
八
番
四
号
Ｅ
Ｘ

恵
比
寿
西
ビ
ル
五
階ア

イ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
合
同
会
社

代
表
社
員

森
川

洋

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
豊
島
区
池
袋
四
丁
目
二
四
番
四
号

武
川
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
合
同
会
社

代
表
社
員

武
川

道
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
二
三
番
一
七
号

有
限
会
社
ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ

取
締
役

吉
田

一
仁

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
円
山
町
五
番
五
号
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
渋
谷

Ⅴ
三
階

Ｂ
ｅ
ｅ

Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
合
同
会
社

代
表
社
員

乙
訓

史
樹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
辻
堂
太
平
台
二
丁
目
七
番
一

八
〜
三
一
〇
号

合
同
会
社
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

代
表
社
員

小
濵

英
隆

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
丸
真
緑
建
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
陽
光
台
七
丁
目
二
六

七
〇
番
一
の
一
部

合
同
会
社
丸
真
興
業

代
表
社
員

田
村
真
古
都

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
平
塚
市
袖
ケ
浜
一
七
番
三
二
号

Ｔ
＆
Ｔ
合
同
会
社

代
表
社
員

鶴
薗

崇
之

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
三

一

七
日
宝
東
心
斎

橋
ビ
ル
六
〇
一

合
同
会
社
O
ffice

R
in

代
表
社
員

藤
木
ゆ
か
り

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
竹
来
一
〇
六
四
番
地
一

有
限
会
社
モ
ト
ズ
建
販

代
表
取
締
役

本
圖

敏
和

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://in

d
u
stria

l -x
.jp
/ir

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
芝
公
園
一
丁
目
一
番
一
号

株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｌ

Ｘ

代
表
取
締
役

八
子

知
礼

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
一
千
七
百
五
十
一
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
松
濤
一
丁
目
二
九
番
一
号
渋
谷
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
ビ
ル
六
Ｆ

株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

代
表
取
締
役

吉
村

英
毅





令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
一
二
〇
〇
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
三
五
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
八
番
四
号

株
式
会
社
余
白

代
表
取
締
役

八
谷

賢
治

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
七
千
三
百
九
十
九
万
七

千
八
百
二
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
二
十
日

掲
載
頁

一
五
五
頁
（
号
外
第
三
十
六
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
丁
目
三
六
番
一
号

株
式
会
社
サ
イ
キ
ン
ソ
ー

代
表
取
締
役

原

洋
介

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
円
（
う
ち
資
本
準
備
金

と
す
る
額
二
億
円
）
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.ra
k
su
lb
a
n
k
.co
.jp

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号

ラ
ク
ス
ル
バ
ン
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉
山

賢

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
二
十
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
一
九
〇
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

川
崎
市
川
崎
区
砂
子
一
丁
目
二
番
地
一

株
式
会
社
林
ビ
ル

代
表
取
締
役

山
﨑

輝
光

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
五
十
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

大
阪
市
鶴
見
区
放
出
東
三
丁
目
一
三
番
一
九
号

ウ
ィ
ズ
す
ま
い
る
合
同
会
社

代
表
社
員

山
口

照
喜

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
八
千
万
円
減
少
し
一
億

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
八
月
二
十
九
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
四
日

掲
載
頁

九
十
四
頁
（
号
外
第
二
〇
四
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

兵
庫
県
た
つ
の
市
新
宮
町
新
宮
三
八
七
番
地

ブ
ン
セ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中

智
樹

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
六
億
六
千
百
四
十
二
万

三
千
七
百
二
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
六
日

掲
載
頁

六
十
七
頁
（
号
外
第
二
〇
七
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

青
森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
大
字
倉
内
字
笹
崎
一
一

五
七
番
地

大
泉
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
泉

國
雄

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
を
効
力
発
生
日
と

す
る
株
式
会
社
佐
々
木
ビ
ル
と
の
株
式
交
換
に
よ
る
資
本

準
備
金
の
増
加
額
の
全
額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
四
日

掲
載
頁

八
十
五
頁
（
号
外
第
二
〇
四
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
北
区
西
ケ
原
三
丁
目
五
九
番
八
号

佐
々
木
左
官
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
々
木
康
人

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
四
千
八
十
七
万
二
千
二

百
五
十
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
六
千
九
百
五
十
二
万
千

七
百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

千
葉
県
佐
倉
市
王
子
台
一
丁
目
二
八
番
八
号

株
式
会
社
ジ
ィ
・
シ
ィ
企
画

代
表
取
締
役

髙
木

洋
介

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
万
円
、
資
本
準
備
金
の

額
を
四
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
七
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
一
九
九
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
台
東
区
千
束
一
丁
目
一
九
番
一
四
号

株
式
会
社
丸
富
商
店

代
表
取
締
役

後
藤

浩
之

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
二
百
万
三
十
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
四
千
二
百
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
一
六
七
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
三
丁
目
二
番
一
三
号

株
式
会
社
大
木
管
財

代
表
取
締
役

大
木

弘
惠

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
四
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

宮
城
県
東
松
島
市
小
松
字
沖
砂
利
前
二
九
六
番
地

千
葉
ト
ー
ヨ
ー
住
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役

千
葉

修
也

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
、
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

山
形
県
寒
河
江
市
字
中
河
原
八
三
番
地

第
一
相
互
物
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
藤

悠
介

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
四
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
三
丁
目
六
番
三
号

テ
ラ
ダ
イ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

梅
永

敬





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

九
三

九河
村
孝
江

河
元
孝
江

（
原
稿
誤
り
）終

り
か
ら

八
一

一
三２

６
５
１
番
地

２
０
０
０
番
地

令和年月日 月曜日 第号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
中
川
区
富
川
町
一
丁
目
一
番
地
の
二
八

株
式
会
社
コ
ト
ジ
ヨ
ー

代
表
取
締
役

永
田

尚
也

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

沖
縄
県
那
覇
市
字
鏡
水
一
五
〇
番
地
那
覇
空
港
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ

沖
縄
デ
ィ
ー
エ
フ
エ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

コ
ッ
ク
・
ヘ
イ
・
マ
イ
ケ
ル
・

ワ
ン

合
併
公
告
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
、
存
続
会
社
で
あ
る
甲
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億

四
千
二
万
五
千
円
減
少
し
、
三
千
百
万
円
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
又
は
資
本
金
の
額
の
減
少
に
対
し
、
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

一
二
二
頁
（
号
外
第
一
八
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

一
一
五
頁
（
号
外
第
一
八
六
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

三
重
県
津
市
栄
町
三
丁
目
一
二
三
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
ソ
フ
ト
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

畑
野

悦
哉

東
京
都
文
京
区
小
日
向
四
丁
目
二
番
六
号

（
乙
）
ソ
フ
ト
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

奧
脇
三
千
夫

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
十
六
億
五
百
六
十
九

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.w
eb -k

o
k
o
k
u
.jp
/14430/14430.h

tm
l

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
番
四
号

Ｓ
ｉ
ｌ
ｋ
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
特
定

目
的
会
社

取
締
役

福
永

隆
明

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
十
億
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
一
月
六
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
二
四
五
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ア
ス
タ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
一
月
六
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
二
四
五
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

日
光
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
２
０
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
百
七
十
九
億
二
千
三

十
八
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
令
和
八

年
四
月
二
十
七
日
付
官
報
号
外
第
九
十
八
号
の
一
〇
八
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号
泉
ガ
ー
デ

ン
タ
ワ
ー

勝
ど
き
プ
ロ
パ
テ
ィ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
一
億
五
千
二
百
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
十
九
日

掲
載
頁

二
十
九
頁
（
号
外
第
十
一
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
六
番
一
一
号
土
志
田

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
Ｆ

Ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
ｙ
ｓ
ｕ
ｓ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

訂
正
公
告

令
和
八
年
八
月
十
四
日
（
号
外
第
一
八
二
号
）
掲
載
の

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、

「
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円
と
す
る
」

と
あ
る
は
「
資
本
金
の
額
を
六
百
五
十
万
円
減
少
し
五
百

五
十
万
円
と
す
る
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

千
葉
県
習
志
野
市
津
田
沼
六
丁
目
一
三
番
九
号

金
二
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
橋

治
久

訂
正
公
告

医
療
法
人
社
団
小
阪
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
係
る
令
和
八

年
九
月
一
日
（
号
外
第
一
九
五
号
）掲
載
の
解
散
公
告（
第

一
回
）、
同
年
九
月
八
日
（
号
外
第
二
〇
〇
号
）
掲
載
の

解
散
公
告
（
第
二
回
）、
同
年
九
月
十
五
日
（
号
外
第
二

〇
五
号
）
掲
載
の
解
散
公
告
（
第
三
回
）
中
、「
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
」
と
あ
る
は
「
社
員
の
欠
亡
に
よ
り
」
の

誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
大
字
新
町
五
二
番
地
三

医
療
法
人
社
団
小
阪
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

小
阪

俊
文

取
消
公
告

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
掲
載
の
福
岡
地
方
裁
判
所
に

係
る
令
和
八
年
（
フ
）
第
九
〇
三
号
破
産
手
続
廃
止
及
び

免
責
許
可
決
定
は
取
り
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
一
日
掲
載
の
岐
阜
家
庭
裁
判
所
に
係
る

令
和
八
年
（
家
）
第
四
三
九
号
相
続
財
産
清
算
人
の
選
任

及
び
相
続
権
主
張
の
催
告
中

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
掲
載
の
山
口
家
庭
裁
判
所
周

南
支
部
に
係
る
令
和
八
年
（
家
）
第
五
〇
二
三
号
相
続
財

産
清
算
人
の
選
任
及
び
相
続
権
主
張
の
催
告
中
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